
 

平成２６年度 地域力創造セミナー（西日本編） 

～地域おこし協力隊による地域おこしについて外部専門家とともに考える～ 
 

人口減少社会の到来や地方分権改革の進展など、地域を取り巻く環境が大きく変化している中、地域を支

える人材の育成やコミュニティ活動の再生など、「地域力」を高める取組や「住民協働」の視点が更に重要と

なってきております。 

このため、活力ある地域づくりや課題解決に取り組む各地方公共団体のノウハウ蓄積、人材育成等を支援

するとともに、共通の行政課題に取り組む地方公共団体同士や講師とのネットワーク構築の場を提供するこ

とを目的に「地域力創造セミナー」を開催します。 

今年度のセミナーは、「地域おこし協力

隊による地域おこしについて外部専門家

とともに考える」を全体テーマに、総務

省『地域力創造のための起業者定住促進

モデル事業』の派遣地域を題材に、外部

人材を起用した地域おこしの進め方やポ

イントについて具体的に考えます。 

  

平成２６年１２月５日（金） １２：５０～１８：１０（開場：１２：２０） 

岡山商工会議所４０１会議室 

入 場 無 料 

 

 

★総務省の「地域人材ネット」に登録する専門家等が講師となった、活力ある地域づくりや課題解決の先進

事例等の講義等を通して、知識やノウハウが習得できます。 

★受講募集時に質問を募り、それを講義へ反映させることで受講者のニーズに対応いたします。 

★名刺交換会や交流会を通じて、講師や受講者間でネットワークを広げる機会があります。 

※「地域人材ネット」：地域活性化に活躍している民間専門家や先進市町村職員等を登録し、総務省ホームページで広

く紹介することにより、市町村相互の交流やノウハウの共有等に寄与しています。 

地域人材ネット Web アドレス：http://www.soumu.go.jp/ganbaru/jinzai/index.html 

 

 

■地域づくりを実践・支援する、あるいは関心のある行政職員の皆さん 

■ＮＰＯ、まちづくり団体等の職員の皆さん 

■地域おこし協力隊員の皆さん 

 

 

■本セミナー運営事務局「価値総合研究所ホームページ」、または、ＦＡＸ（０３－５２０５－７９２２）で

お申し込みください。 

★定員は１５０名となります。どちらも先着順とさせていただきます。 

★お申込みの締切は平成２６年１２月１日（月）１７時となります（定員に達した時点でも締切となります）。 

総務省 平成２６年度 地域力創造のための起業者定住促進モデル事業 

本セミナーの特長 

本セミナーの受講の対象者 

お申込みの方法 

外部協力者を交えた販売方策

の検討会議（山口県山口市）

外部専門家による協力隊員への

指導・助言（宮崎県小林市）



地域力創造セミナー（西日本編）の内容 
 

●開会（12:50） 

●リレーセッション 

○政策報告（12:55～13:10 15 分） 

「地方創生と外部人材」 

講 師  野竹 司郎（総務省地域力創造グループ人材力活性化・連携交流室長） 

○リレーセッション（講演）１（13:15～14:15 60 分） 

「地域おこし協力隊でイノベーションの風を起こせ！」 

 講 師  武居 丈二 氏（自治大学校客員教授（元（第 50 代）自治大学校長） 

日立製作所情報・通信システム社社長付）

＜休憩＞ 

○リレーセッション（講演）２（14:20～15:20 60 分） 

「地域おこし協力隊制度を有効に活用する 10 の法則」 

 講 師  養父 信夫 氏（一般社団法人九州のムラ代表理事 

九州のムラ編集長(マインドシェア発行)）

（平成 26 年度派遣地域：薩摩川内市、平成 25 年度派遣地域：山口市、平成 24 年度派遣地域：対馬市）

＜休憩＞ 

○リレーセッション（講演）３（15:35～16:35 60 分） 

「３課協働で協力隊員の活動をサポート」 

 講 師  松元 公孝 氏（宮崎県小林市市民協働課主幹） 

（平成 25 年度外部専門家受入地域）

＜休憩＞ 

○パネルディスカッション （16:40～17:40 60 分） 

テーマ：「協力隊員のミッションの決め方、選び方、支え方」 

コーディネーター     ：武居 丈二 氏 

パネリスト           ：養父 信夫 氏 

：松元 公孝 氏 

●閉会             （17:40） 

●名刺交換会（情報交換会）   （17:45～18:10 25 分） 

●交流会            （18:20～19:40 80 分） 
 

 ※事情によりプログラムの一部を変更する場合もあります。 

 ※交流会参加費は４，０００円となります（参加費は当日交流会場にて集金いたします） 
 

申込先 

【お申し込み先：事務局】 

株式会社価値総合研究所 地域力創造セミナー係 

担当：八木、目黒 

TEL：03－5205－7901  FAX：03－5205-7922 

E-Mail ： seminar@vmi.co.jp 

【お問い合わせ先：主催者】 

総務省地域力創造グループ 人材力活性化・連携交流室

担 当：高橋係長、井上 

電 話：03-5253-5392 ＦＡＸ：03-5253-5537 

メール：chiikikasseika1@soumu.go.jp 

 
 価値総合研究所ホームページからのお申し込みはこちらから 

http://www.vmi.co.jp/symposium/business/h26chiikiryoku1.html 



セミナー会場（岡山商工会議所）までのアクセス 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
申し込み欄（ＦＡＸ申込み用） ＦＡＸ番号：０３－５２０５－７９２２  
お名前 

（ふりがな） 

 

E-mail アドレス  

 

電話番号  

 

ご所属 

（所属名） 

（部署名）                     （役職名） 

（地域活性化や住民協働などに関する事業の経験年数）             年 

外部専門家の活用

状況 

①制度を知らない、②導入を考えている、③導入１年目、④導入２年目、 

⑤導入３年目、⑥４年以上、⑦不明      （いずれかにひとつに○を付けてください） 

地域おこし協力隊

の状況 

①制度を知らない、②導入を考えている、③導入１年目、④導入２年目、 

⑤導入３年目、⑥不明              （いずれかにひとつに○を付けてください） 

参加者名簿への 
お名前等の記載 

可     ・     否       （どちらかに○を付けてください） 

皆様方のネットワークづくりの一環として当日に参加者名簿を配布する予定です

交流会への出欠 参 加     ・     不 参 加 

講師にお聞きした

いことがございまし

たらご記入ください 

講師名： 

ご質問： 

 

 

 

 
※複数名申し込みの際は、応募用紙をコピーしてください。 
※本セミナーへの参加は先着順となります。 
※交流会参加費は４，０００円となります（参加費は当日交流会場にて集金いたします）。 

岡山商工会議所 

岡山市北区厚生町 3丁目 1番 15 号 

TEL：086-232-2260 

http://www.okayama-cci.or.jp/ 

◆バス 
岡電バス・両備バス・下電バス 
岡山駅６番乗り場「中庄駅」「倉敷駅」行き 
「厚生町商工会議所前」停留所下車 

◆タクシー 
ＪＲ岡山駅より所要時間約８分。 

◆徒歩 
ＪＲ岡山駅より所要時間約２５分。 

◆有料駐車場 
平日昼間（8：30～17：30)  
●入庫後 30 分まで無料 
●以後 30 分ごとに 150 円 

夜間（17：30～翌朝 8：30） 
●30 分ごとに 100 円 



地域力創造セミナー（西日本編）講師紹介 

  

 氏名 所属 略歴等 

リ
レ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
１ 

武居 丈二 
（たけい 
たけじ） 

 自治大学校客員教授（元
（第 50 代）自治大学校長）
日立製作所情報・通信シス
テム社社長付 

自治大学校等にて、全国自治体職員に最新のまちづ
くり政策や政策立案研究を講義・指導。地域経営をソー
シャル･イノベーションの視点も取り入れ研究中。 

『地方消滅』への警鐘を鳴らす増田寛也氏（元総務大
臣）の岩手県知事時代、企画振興部長・総務部長として
５年間、個性ある地域づくり（いわて地元学等）をはじ
め、改革派知事連合、現場起点の行政改革と権限移
譲、前例のない県民総参加型計画づくり、地震･火山災
害危機管理体制の強化等に取り組む。 

また地域「人財力」の重要性に早くから注目。昭和 60
年代の 5 年間の大分県課長時代に一村一品運動をは
じめ様々な地域づくり政策を担当し、湯布院町等各地
のリーダーとの交流を原点に今日につながる政策づくり
を行ってきた。 

長野県生まれ。東大工学部（都市工学専攻）卒、昭
和 55 年自治省入省。自治大学校教授、自治省財政企
画官、（財）地域創造・芸術環境部長、総務省基幹通信
課長、救急救助課長、国民保護防災部長、地域力創造
審議官（地域おこし協力隊所管）や福岡県副知事などを
歴任。 

リ
レ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
２ 

養父 信夫 
（ようふ 
のぶお） 

 
一般社団法人九州のムラ 
代表理事 
九州のムラ編集長(マイン
ドシェア発行) 

マチとムラの交流＝ツーリズムによる地域活性雑
誌「九州のムラ」（平成7年創刊）の編集長を務め、
九州のツーリズムを取材するかたわら、民間企業と
ムラをつなげる各種プロジェクトを企画。平成17年
に開設した福岡市内の商業施設にマチの直売所とし
て「九州のムラ市場」や、自動車メーカーと
「Gazoomura（ムラの活動を紹介し、ナビゲートする
ことにより体験型ドライブを提案するサイト）」プ
ロジェクトを平成19年に推進するなど、ツーリズム
を一般に広げる活動を仕掛けている。また九州のグ
リーンツーリズム実践者たちのネットワーク組織
「九州のムラたび応援団」の団長も務め、人材育成、
情報発信なども行う。 
本モデル事業では、平成20年度に鹿児島県霧島市、

平成23年度に鹿児島県瀬戸内町、平成24年度に長崎
県対馬市、平成25年度に山口県山口市、平成26年度
は鹿児島県薩摩川内市に派遣されている。 

リ
レ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
３ 

松元 公孝 
（まつもと 
きみたか） 

 宮崎県小林市 
市民協働課主幹 

平成４年、小林市役所に入庁後、福祉事務所、総
合政策課などを経て、地域問題、地域政策の立案・
推進を手掛ける。 
平成 25 年から市民協働課にて、地域おこし協力隊

の受入を担当。地域おこし協力隊員の地域への融和
と協働、及び協力隊員の活動、定住等のサポートに
従事する。 
さらに現在、シティセールス推進事業を担当する

とともに、チョウザメによる地域おこしをめざして
いる小林市と小林商工会議所協働による「チョウザ
メ・キャビア課」の総合調整及び事務局として、チ
ョウザメのまちのＰＲに取り組んでいる。 


